
14 

２．活火山・十勝岳Ｑ＆Ａ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十勝岳の活動期区分（新期２） 

十勝岳の噴火特性や規模が比較的良く分かっている

のは、約4,700年前以降の噴火です。この新期2とさ

れるの火山活動期は、火口の位置が一定しないことが

特徴の一つです。最も古く最も大きい火口は、十勝岳

山頂の北西側に生じたグラウンド火口で、直径が700

～800ｍで北側に開いており、火口底は後の噴出物に

より半ば埋まっています。グラウンド火口の北側には

直径300～400ｍのすり鉢火口を伴う火砕丘や、その北西に接して直径約200ｍの北向火口

を伴う火砕丘もあります。グラウンド火口の西側には「中央火口丘」という火砕丘ができまし

たが、1926年（大正15年）の噴火でその一部が崩落し、大正火口ができました（同時に岩

なだれ発生：本解説書27頁参照）。大正火口に接した南西側には、現在噴煙を上げている直

径200ｍの62-２火口があり、これは1962年（昭和37年）の噴火で形成された火口です。

活火山ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ(産総研),中央防災会議(2007),藤原ほか(2009)より 

十勝岳の活動期区分（古期・中期・新期１） 

今から約4,700年前以前の十勝岳火山の噴

火活動は、詳しく分かっていません。この時期

の噴出物が、その後の噴出物の下に埋没してい

るためです。古期は約100万～50万年前とさ

れますが、噴火中心などは分かっていません。

中期は約30万年前から約6万年前※とされ、オ

プタテシケ山（2,013ｍ）から美瑛岳（2,052

ｍ）、古い時代の十勝岳、富良野岳（1,912ｍ）

などを経て、前富良野岳（1,624ｍ）へ連なる

成層火山群ができました。これらの火山群は侵

食が進んでいます。 

約6万年前以降が新期と区分され、新期1には

上ホロカメットク山（1,920ｍ）周辺や、今の

十勝岳（2,077ｍ）山頂部などで噴火が起こり

ました。今の十勝岳山頂部は溶岩ドームででき

ています。（※年代推定については、諸説あります） 

十勝岳 

美瑛岳 美瑛富士 ベベツ岳 オプタテシケ山 
上ホロカメットク山 三峰山 

富良野岳 
三段山 

● 

旧噴火口 

【このＱ＆Ａの主題】 

火山が、噴火による山の形成と破壊を

繰り返しながら成長していくこと 

写真：中央防災会議(2007)より 

（宇井忠英氏撮影：2005年） 

（中央火口丘） 
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ビールやサイダーの栓を抜くと泡立ちますが、これは栓を開けることで瓶中の圧力が下

がり、液体の中に溶けていた二酸化炭素が気化するためです。マグマが地表まで上がるに

は密度が十分小さいことが必要ですが、揮発性成分が多く溶け込んでいると、マグマその

ものの密度も小さくなります。また、揮発性成分が発泡し始めると、体積が膨張してもっ

と見かけの密度は小さくなります。マグマの見かけ体積の増加により周囲への圧力も大き

くなるため、周囲の岩石破壊も生じ、やがて噴火へと発展していきます。 

 

軽石やスコリアに見られる孔の成因 

噴出された軽石やスコリアに見られる孔隙は、マグマの発泡が生じた際に、

ガスが通り抜けた跡です。 

（※スコリア：玄武岩質で鉄やマグネシウムの多いマグマが発泡することに  

より生成された多孔質の火山噴出物で、黒っぽい色をしています） 

（参考）マグマの発泡と噴火様式 

噴火の様式（溶岩流がドロドロ流れるような噴火になるか、軽石や火山灰を多量に噴出する

爆発的な噴火になるかなど）は、主に SiO2（石英ガラスの成分）の含有率によるマグマの粘性

に左右されますが、マグマの発泡のしかたや、泡がマグマからどのように分離するかなどにも

関わっています。激しく発泡が生じる場合は、爆発的な噴火が起こりやすくなります。 

日本火山学会編（2001）「Q&A火山噴火」、日本火山学会ホームページ「火山学者に聞いてみよう」より 

 

高温のマグマには、数パーセントの水や二酸

化炭素、二酸化硫黄などの蒸発しやすい成分が

元々溶け込んでいます。二酸化炭素などの気体

が溶け込んだ炭酸水のように、マグマの中には

わずかな揮発性の成分(H2O，CO2 など)が元々

含まれているのです。 

揮発性成分がマグマの中に溶け込めるのは、

マグマ溜まりが地下深くにあって、大きな圧力

がかかっているためです。マグマの組成にも 

よりますが、溶けている量は、全体の重さに対

して、H2Oで 1～5%程度、CO2で 0.数%程度と考え

られています。（※十勝岳の火山ガス中には、二

酸化硫黄（ＳＯ２）や硫化水素（Ｈ２Ｓ）も、比

較的高い割合で含まれています） 
 

マグマの発泡 

マグマは、周りより軽いために地下深くから

上昇していきます。地表に近づいて圧力が  

下がると、揮発性成分がマグマに溶け込んで 

いられなくなり、気化します（発泡）。 

【このＱ＆Ａの主題】 

マグマ中の揮発性成分（主に水・二酸化

炭素）が発泡することでマグマの体積 

膨張や密度の減少が生じ、マグマが上昇

して噴火に至るイメージ 

スコリア片 

マグマ中の揮発性成分 
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【クイズの答え】 

左に上げた噴火現象は、いずれも過去の十勝岳

噴火で発生しており、溶岩流以外の各現象は、 

いずれも 20 世紀中の噴火で起こっています。 

●十勝岳の最新の主要噴火である 1988～1989 年

（昭和 63～平成元年）の噴火では、噴石、降

灰、小型の火砕流、融雪型火山泥流が生じまし

た。1989年１月の噴火で 62-2火口から放出さ

れ、弾道を描いてグラウンド火口方向に数百ｍ

飛んだ岩塊は 10m以上もあり、当時の避難小屋

付近にも数十 cm大の噴石が飛来しました。 

●十勝岳の西側山麓では、噴石や降灰によって居

住地で災害が発生した記録はありません。かな

りの大噴火にならない限り、災害発生の可能性

はたいへん低いと考えられます。 

●空振は、爆発に伴って発生する空気の振動で

す。夜間など火口が見えにくい時に、噴火の発

生を知る手がかりにもなります。 

●十勝岳で最も新しい溶岩流は、中央火口丘（現

在の大正火口付近）から望岳台付近まで流下し

たもので、炭化木片の炭素 

14法年代測定から、今から 

約 300～500年前のものと 

推定されています。 

●火砕流の規模は、美瑛の丘を造るような巨大な

規模のものから、1988 年の噴火で生じた  

ような小規模のものまで多様です。また、火砕

流の発生過程にはいくつか種類があります。 

◆形成直後の溶岩ドームの一部が崩落して発

生するタイプ（Ｑ２-３に掲載している雲仙普

賢岳の火砕流など） 

◆噴煙柱の一部が崩れるよう 

に落下して発生するタイプ 

（Ｑ1-1に掲載している 

北海道駒ヶ岳の火砕流など） 

●火山泥流の発生過程で最も警戒を要するのは

大正泥流のような融雪型の火山泥流ですが、そ

の他に火口の湯だまりが決壊して発生するよ

うな泥流もあります。 

【このＱ＆Ａの主題】 

・多用な噴火現象が発生すること、およ

びそれらの特徴 

・噴火に伴って融雪が起きると火山泥流

が発生することがあること 

噴煙柱 

火砕流 
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噴火現象について防災上留意すべきポイント 

 

十勝岳の火山噴火災害に関して最も警戒すべき現象 

★十勝岳において、居住地まで危険が及ぶ可能性があるのは、主に次の２つの場合です。 

・積雪期に火砕流や高温の岩なだれが発生し、融雪型火山泥流が発生した場合 

・何千年に１回という大きな規模の噴火が発生し、火砕流が生じた場合 

★融雪型火山泥流は、量が多くなると、谷部や渓流から外れた斜面にも流下する可能性が 

あります。また、沢がカーブしているところでは、外側の岸（外曲面側）から泥流が    

溢れることもあります。 

★道路が沢を横切る所は泥流に襲われる危険があるため、避難時には注意が必要です。山に

雪がある間に噴火が生じた場合は、直ちに沢から離れて高台へ避難することが大切です。 

 

噴石・火砕流・溶岩流に関する留意点 

・噴石は、小さいものほど風の影響を受けます。拳大程度の石は、風下には４ｋｍ以上遠方

まで到達することもあります。（但し、７～８ｋｍまで遠くに届くことはまれです） 

・溶岩流や噴石、火砕流・熱風（火砕サージ）により、山林火災が発生することがあります。 

・河川などに溶岩流や火砕流が流入すると強烈な二次爆発（マグマ水蒸気爆発）を起こす可

能性もあります。速度が遅い溶岩流といえども、安易に近づくのは危険です。（但し、十

勝岳の上流域では地表水が少ないため、発生する可能性は高くありません） 

 

大規模な噴火により多量の降灰が生じた風下側の山麓では… 

・降灰が生じている際の降雨時には、視界不良や、道路のぬかるみによるスリップや倒木な

どによる交通障害など、避難や生活への支障が考えられます。道路が通行できなくなる可

能性もあります。（十勝岳は火口の標高が高いため、高層風により火山灰が主に山の東側

へ流されるため、上富良野町や美瑛町に大量の火山灰が降る可能性はまれです） 

・火山灰を払おうとワイパーを使うと、フロントガラスが傷つくことがあります。 

・火山灰が水分を含んで農作物に付着すると、重みによるダメージと、酸性成分による化学

的なダメージにより、農作物被害が大きくなります。 

・火山灰は水分を含むと固まり、排水口が詰まる可能性もあります。金属腐食が進むことが

あります。 

・火山灰は粉塵として精密機器に障害を与え、停電などが生じる可能性もあります。 
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２つの流域に分かれて流れた大正泥流 

 大正噴火時には、現在大正火口のある場所（標高 1,700ｍ付近）で崩壊が発生し、高温の岩なだれが

山腹の残雪を溶かして火山泥流が生じました。泥流は、やや平坦な十勝岳の北西斜面を、徐々に広がり

ながら流下し始めました。現在の望岳台付近までは一体となって流れましたが、その直ぐ下流で大きく

２方向に分かれ（本解説書１９頁参照）、富良野川流域と美瑛川流域の各方向へと流下していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

富良野川流域と美瑛川流域の流域界（最上流

部）は、溶岩流や火砕物で覆われたやや平坦な

十勝岳の北西斜面を通っており、高い尾根で区

切られていないため、大正火口や 62-2 火口

直下で火山泥流が発生すると、双方の流域に 

流下する可能性が非常に高くなります。 

 

『流域』とは… 

分水嶺（分水界）によって囲まれた区域を意味

し、降った雨や雪解け水が渓流や河川によって 

排出される区域を指す、地形学的な意味合いが 

強い用語です。水文学的には集水域と呼ばれる 

こともあります。地質構造や地下水位などの条件

によっては、地表面の（地形的な）分水界を越え

て地下水が流入することもあります。 

「地形学辞典」（町田貞・ほか編）より要約 

最近では、降雨や降雪がその河川に流入する全

地域において、流域の水や土砂の環境を保全する

ために、治水・利水・環境の観点から、水・土砂・

流域内の様々な資源を総合的に管理調整するこ

とが行われており、これを「流域管理」と呼んで

います。 

「砂防用語集」（砂防学会編）より要約 

 

【このＱ＆Ａの主題】 

・火山泥流が発生する場所は流域の最上

流部であり、次第に流域の本川へと集

中して下流へと流れていくこと 

・大正泥流のように複数の流域にまたが

って火山泥流が発生することもある

こと 

富良野川流域と美瑛川流域の境界線 

上富良野市街地 

富良野川流域 

大正火口（標高 1,700ｍ付近） 

美瑛川流域 

美瑛市街地 

望岳台● 

大正泥流流下範囲 

白金温泉● 

十勝岳山頂 



 19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【火砕流の流れ方】 

＜高温  高速  大きな破壊力＞ 

流動する火砕流は、地形に沿って地面を流れる

本体部分と、その上のモクモクした熱風の部分で

できていると考えられています。本体部分には、

マグマの砕けた破片（灼熱した岩片や軽石、それ

らがさらに砕けた火山灰など）が密集しているた

め、基本的には重力によって地形の低いところへ

（沢沿いに）流れていきます。 

しかし、本体の上や前面にモクモクとした煙の

ように見えている部分は、高温の火山ガスと火山

灰の割合が高く、軽いために多少の起伏は乗り越

えて直進することがあります。また、流路の屈曲

部では、熱風が本体部から分離して直進し、大き

な被害をもたらすことがあります。この熱風部分

（灰かぐら）は、「火砕サージ」という用語でも

呼ばれます。九州の雲仙普賢岳で 1991 年（平

成 3 年）に発生した火砕流では、この火砕サージ

（熱風）に巻き込まれ、重度の火傷や呼吸器障害

などで４３名が犠牲になりました。 

【このＱ＆Ａの主題】 

・火砕流や火山泥流は、基本的には低い

ところ（沢地形沿い）に流れる性質が

あること 

・量が多くなると、周囲に溢れて氾濫す

ること 

【火山泥流の流れ方】 

＜大きな破壊力  高い流動性＞ 

火砕流や、火山爆発に伴う山体崩壊

による土砂は高温であり、これらが急

激な融雪を引き起こすと、火山泥流が

発生します。細かい土砂を多く含む傾

向があり、流動性がより高い流下現象

です。広く氾濫して、新たに土砂や  

なぎ倒した木々（流木）を取り込むと、

さらに発達して破壊力が大きくなりま

す。泥流の量が多くなると沢から越流

し、氾濫も大きくなります。大正泥流

は、上流域では広い範囲に氾濫し、  

地表を侵食して土砂も取り込みなが

ら、大きな規模に発達していきました。 

白金温泉 

●吹上温泉 

大正泥流の流下範囲 

●望岳台 ★大正火口 

美瑛川 

富良野川 

岩なだれの流下範囲 
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噴煙の観察 

煙の高さ、多さ、色などの日々の変化を観察することにより、火山活動の変化に気づくこと

もあります。 

・ 温度が高くなっていないか 

・ 噴気の量が多くなっていないか 

・ 火山灰や硫黄が混じって有色の噴煙になって 

いないか 

・ 新しい場所から噴気が上がっていないか 

・ 地熱域が拡大していないか 

 

 

 

 

 

気象庁  

「平成 28年（2016年） 

十勝岳の火山活動」より 

 

 1988～1989 年（昭和 63～平成元年）の

噴火は、1962 年（昭和 37 年）の噴火で形成

された火口の１つである６２－２火口から再

び噴火が生じたものでした。この一連の噴火で 

噴出した岩石の研究結果によると、噴火活動の

初期には、以前の噴火時に火道に取り残された

溶岩や火山砕屑物が噴気（硫気）活動により変

質した岩塊や、上昇してきたマグマによって熱

せられた岩塊が再溶融したものが多く噴出し

たと言われています。 

（池田・ほか,1990、宮地・ほか,1990） 

 

噴出した巨岩を観察したところ、赤茶けて変

質した岩体に新しいマグマが貫入して固まっ

たとも考えられる構造も見つかりました。 

これは、火道 

の一部を見て 

いるものと考 

えられます。 

貫入した 
マグマ 

既存の 
岩体部分 

気象庁の観測によると、62-2

火口の温度と噴煙の高さと

は、長期的に見ると、ある 

程度の関係があるようです｡ 

【このＱ＆Ａの主題】 

・十勝岳の噴火口の地下には、過去の

噴火で破砕された岩石の破片が詰ま

っていると考えられること 

・そのすき間を通って、火山ガスが定

常的に噴出していること 

小さな矢印は噴火の発生を示す 
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火山地形の種類について 

 一口に火山といっても様々な形のものがあります。峰をそびえ立たせる成層火山や、逆に凹んで湖を

たたえるようなカルデラ火山、また、ハワイのように全体的に緩やかで裾を広く張るような楯状火山  

などがありますが、その典型的な形をした火山もあれば、いずれとも判別のつかない複合した火山も  

多くあります。これらは、噴火の大きさやマグマの粘性、マグマと地下水の相互作用など、様々な条件

と密接に関連しています。 

 

守屋（1992）「火山を読む」より 

 十勝岳は富士山のような独立峰と異なり、

連山として形成された火山群の１つです。

次々に造られた十勝岳火山群の中では、十勝

岳は最も新しい時代の火山です。 

約 4,700 年前以降の十勝岳では、形成され

たグラウンド火口の縁に沿って少しずつ噴火

の場所を変え、噴火で火砕丘などを形成した

後、爆発的な噴火で崩壊させたり新火口を作

ったりする活動を繰り返してきました。1926

年（大正 15 年）に発生し、大正泥流を引き起

こした噴火も、当時存在した「中央火口丘」

という火砕丘の半分ぐらいに当たる部分を、

爆発により崩壊させています。 

 

 

 

 

 

 

また、比較的粘性の高い溶岩流が度々流下

し、起伏に富む溶岩流地形が形成されたこと

も、ユニークな形に見える要因の１つです。 

 

【このＱ＆Ａの主題】 

・十勝岳は、噴火の場所を変えながら形

成と破壊を繰り返し、起伏のある地形

ができたこと 

・連山（十勝岳火山群）の１つであり、

富士山のように独立峰では無いこと 

 

火山地形のタイプのいろいろ 
(a)成層火山  (b)楯状火山  (c)カルデラ火山  (d)溶岩原  (e)溶岩円頂丘 
(f)スコリア丘  (g)タフリング・マール  (h)小型の楯状火山 
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巨大な火山弾！！ 

下の写真は、十勝岳の 1989 年（平成 

元年）1 月 20 日の噴火で 62-２火口から 

放出され、グラウンド火口に落下した巨大 

な溶岩塊です。落ちた時はまだ熱くて柔ら 

かかったため平べったく流動し、大きさが 

19ｍもある巨岩になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

十勝岳の溶岩流 

 十勝岳では、約4,700年前以降の新期２活動

期に、溶岩流を出す噴火が繰り返し起こって   

おり、将来も起こりうる噴火現象です。地質学

的研究の結果、約3,300年前以降に、雲ノ平溶

岩流、北向溶岩、焼山溶岩、中央火口丘溶岩と

名付けられた溶岩流が流下したことが分かっ

ています。最新の中央火口丘溶岩（約300～

500年ほど前に流下）は、グラウンド火口西縁

から望岳台付近まで分布する塊状の安山岩質

溶岩です。    （伊藤,2003、藤田・他,2007） 
 

これらの溶岩流は、玄武岩質～玄武岩質安山

岩質のアア溶岩であるとされています。アア 

溶岩とは、溶岩流の形態の一つで、表面が粗く、

とげが密集した凹凸に富む岩塊に覆われて  

おり、厚さは数ｍ～十数ｍくらいのことが多い

とされています。アア溶岩や塊状溶岩は、ハワ

イや伊豆大島の噴火で典型的に見られるサラ

サラした速い流れに比べると、ゆっくり流れる

傾向があります。 

（中央防災会議、2007より） 

顕微鏡による岩石薄片の観察 

下の写真は、1989 年（平成元年）で噴出し

た岩石を偏光顕微鏡で観察したものです。大きな

結晶（造岩鉱物）と火山ガラスや細かい結晶が入

り混じっており、噴火で急に冷えてできた火山岩

の特徴である「斑状組織」をしています。鉱物は、

各々の偏光性のため様々な色を呈します。 

（写真提供：北海道教育大学旭川校 和田恵治教授） 

斜長石                      

石 

普通輝石 

【このＱ＆Ａの主題】 

・十勝岳における比較的新しい時代の溶岩

流や噴石、火砕流などの主な特徴 

（主に火口の近い所で見られる噴出物の

特徴） 

 

１９ｍ 


